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第９６回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  平成２４年７月１８日（水）午後１時００分～午後２時２３分 

場 所  第１会議室 

出席者  野口学長，富﨑理事，中島理事，齊藤理事，三野文学部長，角田理学部長， 

今岡生活環境学部長，岩渕人間文化研究科長，栗岡，柳澤，棚瀬，和田，出田， 

小路田，増井各評議員 

欠席者  三木評議員 

陪席者  塚原学長補佐 

列席者  今井監事，塚本総務・企画課長，大原研究協力課長，田村財務課長， 

     人見施設企画課長，藤熊学務課長，渡邊学生生活課長，山崎図書課長 

 

 議事に先立ち，前回の記録確認。 

   学長から，議事進行に関し，審議事項の前に報告事項の「１．改組関連作業の進捗状況に 

  ついて」について塚原学長補佐から報告を願うことについて諮られ，これを了承した。 

 

Ⅰ 報告事項 

 １．改組関連作業の進捗状況について 

   塚原学長補佐から，全学改組に係る検討進捗状況について，資料３により報告があった。 

   なお，報告終了後，塚原学長補佐は退席した。 

 

Ⅱ  審議事項 

 １．学内諸規程の改正について            

 （１）奈良女子大学研究生規程の一部改正（案）について  

 （２）奈良女子大学聴講生規程の一部改正（案）について 

 （３）奈良女子大学科目等履修生規程の一部改正（案）について 

    中島理事から，資料１－１から資料１－３により，規程改正の趣旨及び内容について説 

   明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，本日付で施行することとした。 

 

 （４）奈良女子大学附属図書館運営委員会規則の一部改正（案）について 

    富﨑理事から，資料１－４により，規則改正の趣旨及び内容について説明があり，審議 

   の結果，原案のとおり承認し，本日付で施行することとした。 

 

 ２．平成２５年度授業計画における非常勤講師の配置に関する指針（案）等について 

   中島理事から，総人件費削減のための指針として，平成 25年度授業計画における非常勤 

  講師の配置に関する指針(案)及び人事計画面の指針(案)について，資料２－１及び資料２－２ 
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  により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

３．その他 

  学長から，今夏の節電対策への協力に対して謝辞のあと，電力会社及び政府からの電力需給 

 対策要請により，本学の節電目標値を平成２２年度最大値の１５％としていたところであるが， 

 政府の節電目標値が改正されたことに伴い，本学の節電目標値を１０％に引き下げたいとの提 

 言があり，審議の結果，これを了承し，７月１９日（木）から引き下げることとした。 

  なお，学長から，今後も節電意識の啓発を図るよう要請があった。 

 

Ⅲ 報告事項 

 １．第３３回経営協議会及び第１０１回役員会について 

   学長から，６月２５日（月）に開催された第３３回経営協議会及び第１０１回役員会の審

議概要について報告があった。 

 ２．五女子大学コンソーシアム協定の締結について  

   学長から，資料４により，お茶の水女子大学・津田塾大学・東京女子大学・日本女子大学

及び本学による五女子大学コンソーシアム協定を６月２９日に締結し，開発途上国の女子教

育の支援事業及び女子教育の発展に関する事業を推進して行くことになった旨の報告があ

った。 

 ３．平成２４年９月卒業（修了）者に係る卒業式並びに学位記授与式及び平成２４年度大学院

秋季入学者に係る入学宣誓式について 

   総務・企画課長から，資料５により，秋季の卒業式並びに学位記授与式及び大学院入学宣

誓式の挙行について案内があった。 

 ５．オープンキャンパスについて 

   中島理事から，７月２１日（土）に本年度第１回のオープンキャンパスを実施すること， 

  また，当日の来校者に対し，個人情報の問い合わせに応じることのないよう注意喚起の立看 

  板を設置する旨の報告があった。 

 

 ６．各室からの報告等について 

 （１）広報企画室： 

    本学ＨＰをリニューアルし，さらにスマートフォン用サイト及び英文サイトの更新を検 

   討し，また，広報誌「Today」を高校生以上の一般の方を対象に誌面内容の改訂を行った。 

   さらに，電車の駅構内の広告媒体について検討した旨の報告があった。 

 （２）教育計画室： 

    ６月の教育研究評議会での意見を受け，恒常化する夏の節電対策に対応した授業計画に 

   ついて，昨年度の教育計画室での検討結果を踏まえ検討を行い，今後も授業期間中の弾力 

   的運用を行うことで対応することが現実的であるとの結論を得た旨の報告があった。   
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 （３）教育・学生支援統括室： 

    文部科学省が公募する「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」に本 

   学から申請するため，当該事業に係る実施体制について教育・学生支援統括室において審 

   議し，承認を得た旨の報告があった。 

 （４）評価企画室： 

    本年度実施する自己点検評価の実施方法について検討した旨の報告があった。 

 （５）学生生活支援室： 

    奨学金の受給学生を対象に成績不振学生の状況調査を行い，また，二期連続授業料未納 

   者の状況を確認し，これらの学生に対する今後の具体的な学生支援の方策について検討し 

   た旨の報告があった。 

 

 ７．その他 

   理学部長から，３月の計画停電については，各部局の対応策を検討し報告しているが，対

応に多額の経費がかかる学科があることから，部局毎ではなく全学的な対応をお願いしたい

との発言があった。 

   これについて，学長から，計画停電期間中は，原則実験は停止させること，計画停電対応

に係る必要経費は，学部単位で各学部長から申し出るよう要請があった。 

 

                 


